
教科・科目 対象学年 単位数 教科書 

外国語・英語コミュニケー
ションⅠ 

２ ２ 
数研出版・ 

COMET English Communication Ⅰ 

 

科目の概要と目標 

五つの領域別の言語活動及び複数の領域を結びつけた統合的な言

語活動を通して、「日常的な話題」や「社会的な話題」に触れながら、

コミュニケーションを図る資質・能力を総合的に育成する。 

学期 単元 学習内容 到達度目標 

 

１ 

学 

期 

Lesson 6 

Convenience 

Stores: 

Keys to Their 

Success 

 

 

  

Lesson 7 

High School 

Aquarium 

that節 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在完了形 

（継続・経験・完了） 

 that 節に関する用法を理解することがで

きる。 

 that 節の用法を理解して、本文の内容か

らコンビニエンスストアの成功の鍵を読

み取ることが「できる。 

 自分の好きなお店やよく行くお店につい

て学習した語彙や that 節を用いて説明す

る英文を作り、簡単な英問に答えること

ができる。 

 現在完了形の３用法を理解することがで

きる。 

 現在完了形を用いて、自分のお気に入り

のものについて、短い英文を書くことが

できる。 

 自分たちの学校を海外に紹介するための

アピールポイントについて、学習した語

彙や現在完了形を用いて説明する簡単な

英文を作ることができる。 

 

２ 

学 

期 

Lesson 8 

Smart Farming 

 

 

 

 

 

 

Lesson 9 

Food Waste 

受け身 

 

 

 

 

 

 

 

 

比較 

 受け身に関する用法を理解することがで

きる。 

 受け身を用いて、好きな本や映画などの

作品について、短い英文を書くことがで

きる。 

 生活を快適にするテクノロジーを用いた

製品について、学習した語彙や現在完了

形を用いて説明する簡単な英文を作るこ

とができる。 

 比較表現に関する用法を理解することが

できる。 

 比較表現を用いて、日本でいちばんのも

のについて、短い英文を書くことができ

る。 

 食品廃棄を減らすために自分ができるこ

とについて、学習した語彙や比較級を用

いて説明する簡単な英文を作ることがで

きる。 

 

３ 

学 

期 

Lesson 10 

William and His 

Windmill 

関係代名詞 

（who / which / that） 

 

 関係代名詞に関する用法を理解すること

ができる。 

 関係代名詞を用いて、興味のある人物に

ついて、短い英文を書くことができる。 

 地域のために自分ができることについ

て、学習した語彙や関係代名詞を用いて

説明する簡単な英文を作ることができ

る。 



 


